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湖
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バ
ー
デ
彗
星
に
つ
い
て

山
　
本

一

清

　
一
九
二
二
年
＋
月
二
＋
一
日
、
デ
ン
マ
ル
ク
國
コ
ペ
ン
ハ
ー
グ
ン
天

女
皇
の
天
文
電
報
削
際
中
央
局
か
ら
、
局
長
ス
ト
ロ
ェ
ム
グ
レ
ン
博
士

の
名
で
、
左
の
如
き
電
報
が
世
界
中
の
電
報
加
盟
天
文
皇
に
登
せ
ら
れ

た
。
　
「
バ
ー
デ
彗
星
十
月
十
九
日
グ
リ
ン
ヰ
．
チ
時
十
一
時
一
三
・
入
分
赤
経
一
九
時
四

　
六
分
三
六
秒
赤
緯
北
三
七
度
四
六
分
毎
日
運
動
東
へ
二
分
十
二
秒
南
（
十
五
分

　
光
度
十
｝
等
W
孚
バ
ー
デ
」

　
ア
メ
リ
カ
へ
は
、
契
約
に
よ
り
，
右
の
電
報
が
國
内
の
中
央
局
で
あ

る
ハ
ー
バ
ー
ド
天
文
皇
へ
達
し
、
更
に
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
は
、
皇
長
シ

ヤ
プ
レ
イ
氏
の
名
で
、
二
＋
三
日
、
左
の
電
報
が
米
國
内
の
回
天
丈
塁

に
途
ら
れ
牝
。

　
「
バ
ー
デ
挿
彗
星
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ス
ト
ロ
エ
ム
グ
レ
ン
凱
杁
出
ロ
光
度
九
竺
サ
十
月

　
二
二
・
三
四
四
二
日
赤
経
一
九
畦
五
二
分
五
七
・
七
秒
赤
緯
北
三
六
度
五
七
分
三

　
入
構
蓮
動
宙
納
へ
二
分
日
一
二
秒
南
…
へ
一
山
ハ
分
四
九
一
秒
獲
見
十
九
日
」

電
報
で
あ
る
か
ら
、
言
葉
が
何
れ
も
頗
る
簡
軍
で
あ
る
が
、
慣
れ
た
者

ぐ
　
　
の、
，
デ
サ
召
・
色
廊

馨
醤
・
ろ
互
・

　
　
　
　
，
－

　
　
　
　
　
！

團
，
イ
吾

團
三
千

～

は
充
分
其
の
意
咲
を
知
る
と
が
出
來
る
。

く
」
に
か
く
、
　
十
九
日
に
　
バ
ー
－
ノ
ア
氏
、
か
嚢
目
湘

し
た
も
の
で
、
前
者
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

電
報
は
バ
ー
デ
自
身
の
観
測
位
置
を
報
じ

た
も
の
、
又
後
者
の
ハ
ー
ー
バ
ー
ド
電
報
は

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
皇
長
ス
ト
ロ
エ
ム
グ

レ
ン
氏
が
自
ら
や
っ
た
観
測
位
置
を
報
告

し
た
も
の
で
あ
．
る
。
バ
ー
デ
氏
く
」
言
へ
ば

ド
イ
ツ
國
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
天
文
皇
の
観
測

者
で
、
今
ま
で
に
も
、
　
一
九
一
九
年
に
一

度
新
彗
星
ら
し
い
も
の
を
隔
月
し
た
こ
ミ

が
あ
り
、
其
の
他
、
小
遊
星
や
憂
光
星
な

7
こ
の
観
測
も
や
っ
た
り
し
て
可
な
り
有
名

な
人
で
あ
る
。
李
素
は
三
三
観
測
ば
か
り
を
や
っ
て
居
る
か
ら
、
此
度

も
多
分
影
野
撮
影
に
よ
っ
て
偶
然
嚢
評
し
た
心
の
だ
ら
う
一
こ
い
ふ
想
像

が
、
詳
細
な
事
情
を
知
ら
な
い
前
に
も
許
さ
れ
た
。
後
者
の
ハ
ー
バ
ー

ド
電
報
は
、
ス
ト
ロ
エ
ム
グ
レ
ン
氏
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
天
文
皇
の
十

四
吋
眼
覗
赤
道
儀
望
遠
鏡
で
観
測
し
た
位
置
の
報
告
で
あ
る
。
爾
者
の

（
一
）
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観
測
日
附
が
蓮
ふ
か
ら
。
二
つ
の
電
報
に
表
は
れ
て
る
る
彗
星
の
位
直

に
違
ひ
が
あ
る
の
は
棋
士
の
こ
一
こ
で
あ
る
。
．
彗
星
の
歴
日
の
蓮
動
速
度

は
大
艦
よ
く
一
致
し
て
み
る
が
、
何
れ
か
「
こ
い
へ
拭
コ
ペ
ン
ハ
！
グ
ン

観
測
の
方
が
（
日
付
が
後
で
あ
る
だ
け
そ
れ
だ
け
）
正
確
で
あ
る
、
こ
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
光
度
の
見
積
り
に
随
分
大
き
い
蓮
ひ
が
あ
る
。
之
れ
は

雨
者
の
観
測
方
法
が
蓮
ふ
に
由
る
の
で
あ
っ
て
、
彗
星
の
如
き
。
圃
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス

に
太
陽
系
に
属
す
る
星
は
、
色
指
撒
が
正
で
あ
る
か
ら
、
バ
ー
デ
氏
の

宮
職
位
観
測
に
よ
る
光
度
が
、
ス
ト
ロ
エ
ム
グ
レ
ン
氏
の
眼
視
光
度
よ
り

弱
光
な
の
は
當
然
で
あ
る
Q

　
右
の
電
報
に
よ
っ
て
、
歓
洲
各
國
の
天
文
豪
は
十
月
二
十
二
日
か
ら

又
，
ア
メ
リ
カ
で
は
同
二
十
三
日
か
ら
，
一
書
に
此
の
彗
星
の
観
測
を

始
め
た
。
丹
州
で
は
ド
イ
ツ
を
中
心
ー
ヒ
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
、
バ
ン
ベ
ル

グ
、
ウ
イ
ン
ナ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
し
ウ
ト
レ
ヒ
ト
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
グ

ン
、
そ
れ
に
イ
タ
リ
ー
の
ミ
ラ
ン
や
パ
ド
ブ
の
各
天
文
皇
な
さ
迅
速
に

翻
測
を
や
り
、
ロ
シ
ア
の
プ
ル
コ
ワ
天
文
豪
も
悟
れ
に
加
勢
し
、
回
れ

等
の
結
果
は
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
誌
上
に
襲
表
さ
れ
始
め
、
之
れ
¶
こ
前
後
し

て
、
キ
ー
ル
の
エ
；
ベ
ル
氏
、
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ド
の
イ
デ
ル
ソ
ン
氏
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ヴ
イ
ン
テ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
氏
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
ブ
イ
ツ

ク
氏
子
が
早
く
も
此
の
彗
星
の
軌
道
要
素
を
計
算
し
て
、
近
い
將
來
の

、
位
置
推
算
表
を
護
表
し
た
。
米
國
の
方
で
も
ヤ
ー
キ
ー
ス
う
エ
ブ
ン
ス

ト
ン
，
ス
ワ
ー
ス
モ
ァ
、
リ
ッ
ク
、
ノ
ー
ス
フ
イ
ル
ド
あ
た
り
の
天
文

（
二
）

肇
で
競
う
て
観
測
を
や
り
、
此
等
が
天
文
學
雑
誌
上
に
養
表
さ
れ
る
。

し
か
し
此
う
し
た
正
式
の
護
表
を
待
た
な
い
で
、
猫
逸
で
は
ナ
ハ
リ
ヒ

テ
ン
附
録
急
報
、
米
國
で
は
ハ
ー
バ
ー
ド
の
ブ
レ
テ
ン
が
盛
ん
に
至
急

報
を
出
し
、
爾
、
其
の
上
に
、
電
報
が
縦
横
に
飛
ん
だ
。
1
一
自
分
は

幸
ひ
に
米
國
の
中
心
地
で
あ
る
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
毫
に
居
九
た
め
、
此

等
の
急
報
の
交
換
や
、
幽
妙
載
を
、
ま
の
あ
た
り
見
て
、
誠
に
愉
快
で

あ
っ
た
Q
い
つ
も
の
こ
ミ
で
あ
る
が
、
彗
星
や
新
星
の
や
う
な
も
の
が

登
見
さ
れ
る
一
こ
い
ふ
一
こ
，
世
界
中
の
天
文
皇
は
此
の
共
通
の
問
題
の
眞

相
を
解
か
ん
・
こ
す
る
努
力
が
、
恰
も
戦
箏
歌
態
の
や
う
な
氣
分
に
な
っ

て
、
怠
れ
に
要
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
揚
足
、
い
つ
も
天
交
家
の
敵
は

「
天
氣
」
で
あ
る
。
天
氣
さ
へ
凪
ぐ
こ
定
ま
っ
て
み
れ
ば
。
世
界
中
の
只

蝋
ケ
所
の
天
文
皇
が
專
ら
此
の
星
を
観
測
し
つ
“
け
て
居
て
も
、
観
測

材
料
は
可
な
り
得
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軌
道
の
計
算
も
心
配
な
く
出

來
る
の
で
あ
る
。
け
れ
7
ご
、
「
曇
天
！
」
此
の
炎
厄
が
何
時
何
所
の
天
文

壼
を
襲
ふ
て
來
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
、
，
こ
う
し
て
も
，
各
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

天
文
皇
は
互
ひ
に
密
接
な
連
絡
を
取
り
、
互
ひ
に
便
宣
を
計
り
合
ひ
、

互
ひ
に
働
ま
し
合
ひ
、
「
7
こ
こ
の
天
文
毫
で
も
，
見
え
る
か
ぎ
り
は
観
測

を
し
や
う
」
ε
つ
一
こ
め
る
の
で
あ
る
。
一
1
こ
う
し
た
結
果
こ
し
て
、
他

の
発
問
は
知
ら
な
い
が
、
天
文
學
者
だ
け
は
，
少
な
く
一
こ
も
，
世
界
中

非
常
に
親
密
で
、
開
放
的
で
、
非
秘
密
主
義
で
、
共
同
の
問
題
の
た
め

如
何
な
る
こ
・
こ
で
も
互
ひ
に
融
通
し
合
ひ
，
便
利
を
圓
り
合
ふ
こ
ざ
に
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な
る
の
で
あ
る
。
自
分
は
常
地
へ
來
て
、
學
層
間
の
友
誼
が
豫
想
以
上

に
．
深
，
の
に
感
じ
入
っ
た
。
三
際
的
に
、
人
種
的
に
、
悪
感
情
な
，
ご
は

微
塵
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　
今
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
が
、
バ
ー
デ
彗
星
に
塾
し
て
取
っ
た
慮
酬

振
り
を
大
略
蓮
べ
や
う
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
肇
ヘ
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
電

報
が
着
い
た
の
は
十
月
二
十
三
日
午
後
一
時
四
＋
分
で
あ
っ
た
。
人
々

は
酒
食
を
終
っ
て
、
そ
れ
ん
＼
の
自
宅
か
ら
研
究
室
に
錦
っ
て
來
て
暫

く
す
る
¶
こ
、
今
ま
で
フ
ロ
ス
ト
皇
長
ε
リ
ー
夫
人
（
書
記
）
－
こ
が
事
務
室

内
で
何
や
ら
大
嘘
で
話
し
て
み
た
中
か
ら
、
リ
ー
夫
人
が
急
に
威
勢
よ

ぐ
室
外
に
飛
び
出
し
て
、
「
彗
星
電
報
！
．
」
ε
呼
び
な
が
ら
、
｝
放
の
電

報
紙
を
廊
．
下
の
掲
示
板
に
張
り
付
け
た
．
、
す
る
「
こ
、
室
の
近
い
パ
ー
ク

ハ
ー
ス
ト
教
授
や
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
や
リ
i
氏
、
少
し
離
れ
た
ブ
ン
ビ

ー
教
授
な
「
ご
、
皆
好
奇
の
眼
を
光
ら
せ
な
が
ら
掲
示
板
の
下
に
集
ま
っ

て
行
く
。
弓
長
は
杖
に
よ
り
な
が
ら
（
吉
目
の
た
め
）
ヂ
頃
か
ら
其
の
場

斯
に
居
て
、
集
っ
た
皇
員
諸
氏
ε
、
い
ろ
ノ
＼
立
ち
話
が
始
ま
る
。
「
バ

ー
ノ
ア
か
O
　
ハ
ン
ブ
ル
．
ク
だ
ナ
ー
・
」
「
十
一
竺
寸
？
・
フ
ム
、
　
比
較
的
大
畠
d
い
O
」

「
位
置
は
白
鳥
座
だ
ゆ
至
極
都
合
は
好
い
。
」
「
＋
九
日
一
i
四
日
前
の
無

極
だ
」
な
曹
－
こ
い
ふ
下
話
が
交
は
さ
れ
る
．
、
応
長
は
「
ゾ
ン
ピ
ー
君
、
十

一一

D
の
手
筈
を
し
給
へ
。
パ
！
．
ク
ハ
ー
ス
ト
君
、
君
に
は
光
り
が
弱
い

ツ．

A
イ
ス
宣
ぜ
具
機
は
使
は
μ
ま
い
。
」
な
軍
ご
ミ
部
署
に
か
」
る
。
バ
ー
ナ

ー
ド
、
ゾ
ン
ピ
ー
雨
氏
及
び
自
分
の
三
人
ほ
直
ち
忙
圖
書
室
に
馳
せ
込

ん
で
、
ボ
ン
の
星
圖
に
よ
っ
て
、
ほ
撃
今
夜
の
彗
星
の
位
置
を
戸
、
其

の
圖
の
一
部
分
を
平
し
取
る
。
：
・
…
…
午
後
五
時
、
自
分
は
ブ
ン
ビ
i

氏
書
共
に
宅
に
蹄
っ
て
、
少
し
早
く
夕
食
を
す
ま
し
、
ま
だ
薄
暮
中
に

天
文
皇
に
蹄
っ
て
來
た
．
。
早
速
、
十
二
吋
望
遽
鏡
の
塔
に
上
っ
て
見
る

ε
、
既
に
痴
れ
よ
り
も
少
し
早
く
リ
ー
氏
が
此
所
に
上
っ
て
居
た
が
、

「
未
だ
少
し
時
刻
か
早
い
の
で
、
室
が
明
ろ
く
て
見
え
な
い
」
，
こ
い
．
典
、

其
の
中
に
、
時
間
も
立
っ
て
、
も
は
や
見
え
る
だ
ら
う
ミ
見
込
み
を
つ

け
、
赤
緯
赤
経
の
目
盛
り
養
に
よ
っ
て
、
望
遠
鏡
を
白
鳥
座
の
方
向
に

む
け
、
時
計
仕
掛
を
動
か
し
て
、
さ
て
ゾ
ン
ビ
i
氏
が
先
づ
接
眼
レ
ン

ズ
を
覗
い
た
、
．
か
ね
て
用
意
の
星
野
に
よ
り
、
大
峰
の
視
野
を
さ
ぐ
っ

て
、
暫
く
す
る
ε

　
一
、
フ
ム
、
見
え
る
！
　
可
な
り
大
き
い
〇
九
等
牛
か
（
》
し

か
う
い
ひ
な
が
ら
、
測
微
妙
を
接
眼
部
に
は
め
、
同
氏
が
観
測
を
や
っ

た
其
の
夜
は
自
分
は
同
氏
を
手
傳
つ
占
．
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
は
其
の
タ

プ
ル
ー
ス
寡
眞
…
機
で
此
の
星
を
撮
影
し
た
ら
し
い
。
ブ
ン
ビ
ー
氏
の
観

測
結
果
は
明
朝
早
速
リ
ー
夫
人
の
手
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
天
文
重
量
へ
電
報

で
知
ら
さ
れ
た
。

．
二
十
四
日
か
ら
、
十
二
吋
は
主
・
こ
し
て
自
分
が
使
用
し
、
四
十
吋
は

バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
－
こ
ゾ
ン
ビ
ー
教
授
ミ
が
交
互
に
使
用
し
て
、
天
鋳
．
の

許
す
か
ぎ
り
、
毎
日
観
測
を
つ
“
げ
る
．
、
ブ
ン
ピ
！
氏
は
又
、
二
＋
四

吋
反
射
鏡
の
塔
に
も
上
っ
て
、
二
十
四
日
の
夜
か
ら
長
時
間
の
撮
影
を

（
三
）
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や
つ
た
。
此
の
撮
影
の
結
果
、
彗
星
に
は
角
度
二
分
ば
か
り
の
尾
が
あ

っ
て
、
太
陽
ミ
反
回
の
方
角
に
二
っ
て
居
る
こ
ぐ
」
も
嚢
見
さ
れ
た
。
－

1
結
果
は
総
て
ハ
ー
バ
ー
ド
へ
電
報
で
知
・
b
さ
れ
る
。

　
さ
て
外
部
か
ら
は
、
二
十
四
日
午
後
二
時
、
再
び
ハ
ー
バ
ー
ド
天
文

盗
か
ら
電
報
で
、
二
＋
三
日
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
グ
ン
天
文
皇
に
於
け
る
ス

ト
呈
ム
グ
レ
ン
氏
の
翻
測
を
知
ら
せ
て
來
た
。
翌
こ
＋
五
日
に
は
夏

に
米
國
加
州
リ
ッ
ク
天
文
皇
の
ニ
ウ
パ
ワ
ー
氏
の
二
十
四
日
の
観
測
位

置
が
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
電
報
さ
れ
て
來
た
。
二
十
五
日
の
朝
か
ら
、
自

分
は
ゾ
ン
ビ
ー
氏
－
こ
ス
ト
ル
ー
フ
エ
氏
ぐ
』
一
二
人
目
取
り
卜
え
す
此
の
彗

星
の
軌
道
計
算
を
や
る
。
材
料
こ
し
て
は
二
十
二
日
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
観
測
ε
、
二
士
二
日
二
＋
四
日
二
日
の
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
観
測
ゐ
、
、
、

都
合
此
の
三
ケ
日
の
観
測
を
三
っ
て
、
彗
星
で
あ
ろ
か
ら
、
勿
論
近
似

値
，
こ
し
て
樋
物
線
軌
道
を
算
出
し
や
う
一
こ
つ
ε
め
た
。
ー
ー
こ
う
し
て

急
い
で
軌
道
を
計
算
す
る
理
由
は
、
前
に
も
言
っ
た
通
り
、
急
に
察
が

曇
っ
て
二
三
日
で
も
、
四
五
日
で
も
、
観
測
が
纏
績
さ
れ
な
い
時
、
次

ぎ
の
始
め
て
の
晴
夜
に
は
既
に
此
の
彗
星
を
見
失
ふ
か
も
知
れ
な
い
の

を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
ε
へ
近
似
値
で
も
、
ε
に
か
く
軌
道
要
素

が
計
算
し
て
あ
れ
ば
、
何
時
で
も
注
文
通
り
の
日
附
の
位
置
を
算
娼
し

て
、
其
れ
か
ら
観
測
を
つ
づ
け
る
こ
・
こ
が
可
能
で
あ
る
。
ー
ー
吾
々
の

軌
道
計
算
は
翌
二
十
六
日
の
午
後
に
終
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
、
こ
、

　
　
近
日
鮎
憩
過
　
　
　
　
一
九
二
二
年
十
刀
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
近
口
黙
進
度
　
　
　
　
一
一
〇
度
五
分

　
　
昇
交
黙
黄
経
　
　
　
　
二
一
九
度
八
分

　
　
軌
瀧
傾
斜
　
　
　
　
　
　
五
〇
一
三
八
分

　
　
近
肩
黙
距
離
　
　
　
　
ご
・
三
〇
四
（
天
丈
箪
位
）

之
れ
で
見
る
¶
こ
、
近
日
鮎
は
既
に
通
過
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
レ

計
算
の
材
料
に
用
み
た
観
測
は
相
互
に
接
近
し
た
短
い
間
の
こ
ε
で
あ

る
か
ら
、
此
の
近
日
黙
の
日
付
は
大
に
怪
し
い
。
十
日
や
二
十
日
ぐ
ら

み
の
誤
差
は
一
一
三
三
な
い
。
し
か
し
昇
交
馳
の
黄
経
や
軌
道
傾
斜
は

大
き
な
制
蓮
ひ
は
な
か
ら
う
し
、
近
日
鮎
距
離
も
大
回
は
よ
か
ら
う
。

ざ
に
か
く
、
近
日
顯
距
離
が
二
以
上
で
あ
る
ε
は
一
寸
注
意
す
べ
き
軌

道
だ
。
禽
、
回
れ
で
、
此
の
星
は
引
回
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
見
．
λ

る
も
の
で
あ
．
り
、
光
度
も
急
に
減
少
す
る
も
の
で
な
い
ミ
い
ふ
こ
ε
。
か

わ
か
っ
た
。

　
吾
々
の
計
算
が
正
に
結
末
に
近
づ
か
う
唱
こ
す
る
二
十
六
日
の
午
後
二

時
、
叉
、
ハ
ー
バ
ー
ド
天
文
壼
か
ら
電
報
が
あ
り
、
今
度
は
同
じ
此
の

星
の
軌
道
要
素
を
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
バ
ー
ケ
リ
ー
天
文
蔓
の
ク

ロ
ー
フ
オ
ド
氏
が
計
算
し
た
結
果
ご
、
倫
そ
れ
に
よ
っ
て
十
一
月
八
日

ま
で
の
推
算
位
置
、
こ
を
知
ら
せ
て
來
た
。
見
る
一
こ

　
　
近
日
黙
通
過
　
　
　
　
一
九
二
二
年
九
月
二
十
八
日

　
　
近
日
黙
進
度
　
　
　
　
一
〇
七
度
三
三
分

　
　
昇
交
鮎
黄
継
　
　
　
　
二
一
入
桜
口
〇
分

　
　
軌
道
面
傾
斜
　
　
　
　
　
五
二
度
一
七
分
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近
日
鮎
距
離
　
　
　
　
二
・
三
＝
一
（
天
丈
軍
位
）

労
れ
は
材
料
一
こ
し
て
二
十
二
日
の
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
グ
ン
の
観
測
－
こ
、
二

十
三
日
置
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
観
測
「
こ
、
二
＋
四
の
リ
ッ
ク
で
の
観
測
－
こ
を

材
料
に
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
．
吾
々
が
得
た
結
果
ε
比
べ
る

ぐ
」
、
大
抵
は
可
な
り
よ
ぐ
合
っ
て
み
る
．
）
但
し
近
日
鮎
通
過
の
日
附
が

八
日
間
も
違
っ
て
み
る
の
は
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
材
料
が
短
期
間
の

観
測
な
の
で
致
し
方
が
無
い
．
）

　
下
れ
で
軌
道
要
素
が
略
論
わ
か
っ
た
（
多
分
，
飲
洲
で
も
此
の
日
頃
、

イ
デ
ル
ソ
ン
氏
の
算
出
結
果
が
護
表
さ
れ
た
の
だ
ら
う
）
の
で
、
其
の

後
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
電
報
は
來
な
か
っ
た
。
電
報
の
代
り
に
、
ブ
レ
テ

ン
に
よ
っ
て
急
報
の
報
告
は
行
は
れ
た
．
、

　
眩
米
の
各
天
文
皇
で
も
観
測
は
盛
ん
に
や
っ
て
み
る
に
違
ひ
は
な
い

が
、
今
ま
で
に
登
表
さ
れ
た
結
果
を
見
る
マ
」
、
バ
ン
ベ
ル
グ
天
文
皇
が

十
一
月
十
三
日
ま
で
の
観
測
を
出
し
、
ベ
ル
リ
ン
が
十
一
月
二
日
ま
で

叉
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
グ
ン
が
十
二
月
七
日
ま
で
の
観
測
を
報
告
し
，
ミ
ラ

ン
天
文
墓
も
＋
一
月
二
＋
八
B
ま
で
の
報
告
を
し
て
み
る
。
バ
ト
ブ
の

は
十
二
月
十
四
日
が
最
近
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
側
で
も
、
ノ
ー
ス
フ
イ

ル
ド
天
文
壷
が
十
一
月
二
＋
五
日
過
で
の
観
測
を
登
表
し
て
み
る
が
、

何
れ
の
天
文
皇
で
も
、
観
測
し
た
の
は
濡
れ
で
終
り
一
こ
い
ふ
の
で
は
決

し
て
無
い
。
特
に
石
見
後
の
四
五
日
以
内
の
観
測
位
置
が
大
急
ぎ
に
畿

表
さ
れ
た
の
は
、
要
す
る
に
そ
れ
に
よ
っ
て
、
取
敢
へ
す
、
軌
道
を
計

算
す
る
材
料
、
に
提
供
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
、
）
こ
う
し
た
目
的
で
な
い

観
測
家
の
観
測
結
果
は
、
一
般
に
急
が
な
い
で
、
三
四
ケ
月
も
或
は
牛
・

年
も
一
年
も
し
て
か
ら
、
大
詔
め
に
礎
表
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
今
の
天
文
學
界
に
於
い
て
、
殊
に
彗
星
出
現
の
場
合
に

各
天
文
壼
が
取
る
鳥
羽
は
大
抵
右
に
述
べ
た
順
序
で
あ
っ
て
、
早
速
、

軌
道
要
素
の
算
出
ま
で
に
漕
ぎ
つ
け
る
の
は
、
多
く
ド
イ
ヅ
ε
ア
メ
リ

カ
ε
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
學
者
達
も
随
分
早
い
観
測
報
告
を
や

る
が
、
英
國
・
こ
潤
て
は
、
今
ま
で
通
報
機
關
が
詣
り
敏
活
で
な
か
っ
た

た
め
、
こ
う
い
ふ
事
に
は
後
か
ら
ゆ
っ
く
り
ε
進
む
方
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
比
べ
る
ε
キ
ー
ル
の
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
編
韓
局
ミ
米
國
の
ハ
ー
バ
ー

ド
天
文
塁
く
」
は
電
報
ε
急
報
の
中
心
，
こ
な
っ
て
、
い
つ
も
、
眼
畳
ま
し

く
活
動
す
る
。
英
國
に
も
近
頃
か
ら
天
文
謹
書
が
急
報
を
出
す
や
う
に

な
っ
た
か
ら
、
今
後
は
も
つ
ε
活
躍
す
る
だ
ら
う
。

　
バ
ー
デ
彗
星
の
登
見
二
時
は
白
鳥
座
工
一
星
の
北
西
約
三
度
ほ
さ
の

場
所
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
、
漸
次
某
々
南
の
方
へ
動
い
て
行
っ
て

十
一
月
二
十
日
に
は
ゼ
星
の
南
で
白
鳥
座
を
去
っ
て
、
狐
座
の
東
北
端

を
掠
め
た
後
、
十
二
月
の
始
め
ペ
ガ
ソ
ス
厨
口
星
を
通
過
し
、
七
十
日

を
費
し
て
此
の
廣
大
な
べ
ガ
ソ
ス
を
横
断
し
．
二
月
十
日
魚
座
に
入
つ

山
　
現
今
、
此
の
星
座
の
工
一
星
に
近
づ
き
つ
、
あ
る
が
、
西
か
ら
太

陽
が
近
づ
い
て
來
尤
か
ら
、
夕
室
の
観
測
が
困
難
に
な
っ
て
來
た
。

　
吾
が
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
交
皇
で
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
、
昨
年
中
、
三

（
五
）
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入
が
そ
れ
ぐ
「
の
望
遽
鏡
で
槻
直
し
て
み
た
が
、
バ
」
ナ
ー
ド
教
授
が

不
幸
に
し
て
十
二
月
宋
病
床
に
臥
し
、
越
え
て
、
二
月
始
め
死
去
さ
れ

た
爲
、
有
力
な
る
観
測
者
を
失
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
其
の
槻
測
結
果

も
不
整
理
の
ま
・
ざ
な
っ
て
み
る
。
何
れ
磨
れ
か
穿
整
理
し
て
嚢
表
は

す
る
で
あ
ら
う
が
、
逞
れ
る
だ
ら
う
。
自
分
も
年
末
か
ら
外
の
観
測
を

始
め
る
こ
ミ
に
な
っ
た
か
ら
。
彗
星
の
観
測
は
艦
績
せ
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
只
、
、
ゾ
ン
ビ
i
氏
の
み
は
縄
え
す
四
十
吋
や
十
二
吋
を
以
っ
て
此

の
星
を
追
跡
し
て
居
ら
れ
る
。
殊
に
十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
二
十

四
吋
に
よ
る
短
時
間
曝
露
の
観
・
測
を
試
み
ら
れ
、
之
れ
が
大
成
功
を
し

て
み
る
。
今
月
に
な
つ
で
か
ら
は
…
般
に
天
々
が
悪
い
け
れ
さ
、
銑
に

三
月
四
日
S
同
十
三
日
ミ
に
四
十
吋
で
観
測
を
せ
ら
れ
た
。
十
三
日
の

　
汁
　
　
：

言
　
貿
　
者

石
州
材
料

近
日
鮎
通
過

近
口
黙
進
度

昇
交
黙
黄
経

軌
道
面
傾
斜

近
日
馳
距
離

M
エ
ベ
ツ
（
キ
ー
ル
）

十
月
十
九
日
、
同
二
十
六
日
、
十
一
月
二
日

日
九
二
二
年
十
月
二
覧
日
六
三

一
　
一
八
度
八
　
・
八
目
四
山
ハ
秒

ニ
ニ
○
度
二
七
分
四
五
秒

　
五
一
度
二
二
分
ご
三
秒

二
・
二
五
九
四
’
天
二
軍
位
）

（
六
）

日
は
夕
塞
の
可
な
り
低
い
位
置
に
、
苦
心
を
以
っ
て
測
微
観
測
を
せ
ら

れ
允
が
、
其
の
時

「
こ
れ
が
此
の
星
の
最
後
の
槻
測
か
も
知
れ
な
い
。
」

ε
言
っ
て
居
ら
れ
た
コ
星
は
今
後
、
牡
羊
座
か
ら
牡
牛
座
へ
移
っ
て
行

く
筈
で
あ
る
が
、
五
月
に
太
陽
－
こ
合
に
な
り
、
そ
れ
か
ち
は
朝
の
東
天

に
現
は
れ
る
こ
霊
ざ
な
る
の
で
、
六
七
月
．
の
頃
ま
で
、
可
な
妙
長
い
間

観
測
は
不
可
能
に
な
る
。

　
取
り
急
い
だ
計
算
で
な
し
に
、
観
測
の
間
隔
を
多
少
大
き
一
く
ご
つ
た
．

軌
道
の
要
素
も
其
の
後
養
表
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
來
た
。
今
ま
で
の

獲
表
の
中
で
最
も
好
さ
さ
う
な
軌
道
要
素
を
付
け
る
こ
、

H
M
ジ
エ
フ
ア
ー
（
ア
イ
ナ
ソ
）

十
月
二
十
二
日
目
同
二
十
九
日
、
十
一
月
十
日

一
九
ニ
ニ
L
牛
十
月
〃
二
山
一
日
一
二
〇

＝
八
度
二
四
分
二
七
秒

二
二
〇
晶
質
　
分
八
秒

　
五
一
度
二
六
分
四
五
秒

二
・
二
五
七
七
（
同
）

何
れ
も
誠
に
立
派
な
も
の
で
、
此
等
の
要
素
か
ら
計
算
し
九
位
置
が
真

際
の
星
の
位
置
ご
、
二
分
以
上
違
は
な
い
の
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
こ

れ
等
の
要
素
は
材
料
を
大
き
く
取
っ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
精
密
な

叉
、
正
確
に
近
い
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
謙
れ
等
ε
比
べ
て
、
・
自

分
等
が
貧
場
な
材
料
か
ら
差
當
っ
て
の
要
素
を
計
算
し
た
結
果
（
前
述
）

を
見
る
ε
、
材
料
ミ
正
確
さ
の
程
度
の
食
盛
を
好
く
知
る
こ
ε
が
出
歯

R
A
ロ
シ
タ
ー
ハ
ア
ン
β
ア
ル
ボ
ー
ル
）

十
刀
二
十
三
日
、
十
一
月
四
日
、
十
一
月
十
六
日

一
九
二
二
年
十
月
二
五
日
九
九

一
一
八
度
一
七
分
一
九
．
秒

一
＝
一
〇
度
二
九
分
三
三
秒

　
五
一
度
二
二
分
二
九
秒

二
・
二
五
八
山
ハ
（
同
）

る
。
そ
し
て
亭
亭
黒
通
過
は
一
般
に
初
期
の
計
算
の
方
が
早
い
日
附
、
こ

な
り
、
漸
近
日
銀
距
離
が
大
き
い
傾
向
が
あ
る
の
は
特
別
な
何
等
か
の
．

意
味
ε
も
見
ら
れ
る
。

　
此
の
軌
道
要
素
の
研
究
は
自
分
が
目
下
や
つ
て
み
る
か
ら
、
何
れ
近

い
内
に
稿
を
改
め
て
書
き
た
い
・
－
こ
思
っ
て
み
る
。
（
一
九
二
三
。
三
二

馳
五
・
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
て
）


